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資料概要

本書は、1940 年代後半から 1960 年代までの芸術運動
に焦点を当て、その表象としての「展示空間」について、美
術史と建築史の学際的な考察をしたものである。
戦後芸術、戦後建築を史的に扱う研究は端緒についたば
かりであるが、著者は、これまで日本の特殊性などが強調
されてきたために国際的な動向との関係を検討されるこ
とが少なかったことなどを課題として挙げる。そして、戦
後日本の造形表現の相互的な影響関係を明らかにするた
めに、美術・建築を横断して史化する視座を、展示空間の
分析に求めたのである。
本書では、この時代に開催された美術展や博覧会などの
展示空間では、どんな経緯で何が企図され、何がどのよう
に展示されたのかを丁寧に見ていくことが行われている。
このことで、芸術運動の動向はもちろん、その背景となっ
た文化外交や、それぞれの展示空間がつくられる際の社会
的な与件までも明らかにされている。
掲げられた資料から透けて見えるのは、同時代に発せら
れた美術や建築それぞれの主義主張の看板ではくくりき
れない、芸術家、建築家・建築史家、評論家たち、あるいは
観客までもが、立場を超え分野を超えて行った共同であ
る。その結果、展示空間は、それぞれの近代というべきもの
が相互に混じり合ったものとして現れた。著者はこれを
様々な色が混じり合った鈍色（グレー）にも例えられ得る
時代像ととらえ、「鈍色の戦後」と呼ぶ。
アントニン・レーモンド、丹下健三、黒川紀章、磯崎新な
どの建築家。イサム・ノグチや岡本太郎、福沢一郎、菅井汲、
高松次郎などの美術作家。田中一光、勝井三雄、粟津潔など
のデザイナー。瀧口修造や東野芳明、中原佑介、坂根巌夫な
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どの美術評論家。一柳慧や秋山邦晴などの作曲家や音楽評
論家。これら戦後の文化・芸術を担った、レジェンドとも
呼ばれるにふさわしい人々が、それぞれどのような文脈で
戦後の展示空間を作ろうとしていたか。本書ではペンシル
ベニアやニューヨーク、モントリオールの資料をも参照し
つつ、この「鈍色の戦後」の時代像を描き起こしている。
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本書の第１章で取り上げられているのは、サンフランシスコ平和
条約が調印される直前、1951 年 4～6月にニューヨーク近代美術
館で開催された「Japanese Household Objects」展である。その展示
品は、群馬音楽センターの設計者として県人になじみ深い、アント
ニン・レーモンドとその妻、ノエミ・レーモンドが日本で収集した器
物だった。

フランク・ロイド・ライトの下で帝国ホテルの設計・施工監理をす
るために来日して以来、日本の建築界に大きな影響を与えた A・
レーモンドであるが、本書では関係者の書簡などを丁寧に調べ、こ
の展覧会に至るまでの経過を検証している。そこから見えてくる
のは、レーモンド夫妻の、「本当の意味の日本的な美しさをわたした
ちの目で紹介したい」との文化の当事者としての思いを、日米間の
外交に託した姿である。

また、第３章では、本県ゆかりの画家、福沢一郎が「メキシコ美術
展」（1955 年）の開催のキーマンとなったことが紹介されている。


